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え

る
初
期
日
本
仏
教

「仏
教
文
明
」
概
念

の
導
入
試
論

保

坂

俊

司

は

じ

め

に

仏

教

が

キ

リ

ス

ト

教

や

イ

ス

ラ

ム
教

の
如

く
、

「
文

明

」

あ

る

い
は

「文

明

圏

」

を
形

成

し

て
き

た

の
か
と

い
う

点

に
関

し

て
は
、

S
.

ハ
ン

チ

ン
ト

ン
氏

の
指

摘

に

み

ら

れ

る

よ
う

に
異

論

も

あ

る
。

さ

ら

に

「文

明
」

と

い
う

言

葉

自

体

が
、

未

だ

に

ア

カ
デ

ミ

ッ
ク

な

領

域

に

お

い

て

十

分

認

知

さ

れ

て

い
な

い
概

念

で
あ

る
、

と

い
う

指

摘

も

な

い

で
は

な

い
。し

か
し
、
そ
れ
で
も
尚

「文
明
」
は
、
学
問
的
な
意
味
で
豊
か
な
広

が
り
と
、
構
造
的
か
つ
総
合
的
な
思
考
を
可
能
に
す
る
概
念
を
伴

っ
た

言
葉

で
あ
る
。
特
に
、
宗
教
と
し
て
の
仏
教
を
総
合
的
か

つ
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
「文
明
」
の
概
念
は
、
大
き
な
可

能
性
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

「文
明
」
概
念

の
詳
細

な
検
討
は
、
残
念
な
が
ら
紙
幅
の
制
限
上
不
可
能
で
あ
り
、
本
小
論

に

お
い
て
は
図
1
の
モ
デ
ル
を
極
簡
単
に
解
説
す
る
に
と
ど
め
る
。
(
1
)

さ
て
、
筆
者
の
文
明
モ
デ
ル
は
、
図
1
の
よ
う
に
文
明
の
各
要
素
で

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

あ
る
生
命

・
技
術

・
経
済

・
政
治

・
文
化
領
域
が
、
宗
教

(各
地
域
の

宗
教
)
と
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
こ
と
で
互

い
に
有
機
的
に
連
続
し
、
決
し

て
独
立
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
視
点
を
基
本
と
し
、
さ

ら
に
、
個
々
の
文
明
は
互
い
に
関
連
性
を
持
ち

つ
つ
存
在
し
、
そ
れ
ら

図
1

の
文
明
を
統
括
す
る
最
大
公
約
数
的
な

存
在
と
し
て
、
普
遍
宗
教

(
こ
こ
で
は

仏
教
)
を
共
有
す
る
広
大
な
文
明
圏
を

形
成
す
る
と
考
え
る
。
図
2

こ
の
視
点
か
ら
仏
教
を
中
心
に
形
成

さ
れ
た
各
地
の
文
化
、
さ
ら
に
は
文
明

を
有
機
的

・
総
合
的
に
検
討
し
よ
う
と

の
試
み
が
、
筆
者

の
目
指
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。

つ
ま
り
仏
教
研
究
に
、
政
治

・

経
済
分
野
、
言

い
換
え
れ
ぼ
社
会
科
学

的
な
視
点
を
導
入
し
、
従
来

の
人
文
科

学
系
の
研
究
と
連
関
さ
せ
、
仏
教
研
究
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(伊東俊太郎博士 のモデルを参考 としたもの)

図2

 

に
新
視
点
を
導
入
し
、
さ
ら
に
各
地
域

の
文
化

・
文
明
の
連
続
性
に
着

目
し
、
そ
の
影
響
関
係

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
総
合
的
に
考
察
す
る
事
こ

と
を
仏
教
文
明

・
仏
教
文
明
圏
と
い
う
概
念
の
導
入
は
、
可
能
に
す
る

と
筆
者

は
考
え
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
普
遍
宗
教
と
し
て
の
仏
教

の
世
界
各
地

へ
の
伝
播

は
、
哲
学

・
思
想
、
あ
る
い
は
文
化
等

の
人
文
科
学
分
野
の
研
究

の
み

で
は
把
握
し
き
れ
な
い
総
合
的
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を

待
た
な

い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
紀
元
前
後
か
ら
十
二
―
十
三
世
紀

の
間
永
き
に
亘
る
期
間
、

イ
ン
ド
以
東
の
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
島
嶼
地
域

一
帯
に
は
、
仏
教
を

中
心
と
す
る
仏
教
文
明
が
形
成
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
承
認
し
た
時
、
そ

の
中
に
は
す
で
に
中
国
文
明
の
よ
う
な
独
自

の
文
明
を
形
成
し
た
地
域

が
含
ま
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
中
国
文
明
と
い
え
ど
も
仏
教
を
受
容
し
、

中
国
的
仏
教
文
明
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
文
明
の
個

別
性
と
は
別
に
、
仏
教
を
共
有
す
る
と
い
共
通
性
に
着
目
す
れ
ぼ
、
中

国
も
仏
教
を
最
大
公
約
数
と
す
る
仏
教
文
明
圏
の
一
員
と
い
う
理
解
が

成
立
す
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
仏
教
文
明
圏
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

島
嶼
、
朝
鮮
、
日
本

の
独
自

の
文
明
を
内
包

し
つ
つ
成
立
す
る
総
合
的

な
概
念

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
小
論
で
は
仏
教
の
日
本
伝
播
に
つ
い
て
、
文

明
と
し
て
の
仏
教

の
伝
播
、
あ
る
い
は
逆
に
未
開
な
日
本
が
、
高
度
な

仏
教
文
明
を
受
容
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
を
考
察
す
る
。

日
本

へ
の
仏
教
伝
播
と
仏
教
文

明
論

的
意
味

「仏
教
文
明
」
論
の
視
点
か
ら
、
日
本

へ
の
仏
教
伝
播
に
つ
い
て
注
目
さ

れ
る
こ
と
は
、
そ
の
初
伝
に
象
徴
的
に
現
れ

い
る
。
つ
ま
り
、
『
日
本
書

紀
』
の
欽
明
天
皇
十
三
年
の
記
述

の
百
済
聖
明
王
の
仏
教
推
挙

の
た
め

の
上
表
文
で
あ
る
。

つ
ま
り

「冬
十
月
、
百
済
の
聖
明
王
、
西
部
姫
氏

達
率

怒

剛

斯
致

契

等

を
遣

し

て
、

釈
迦

仏

の
金

銅

像

一
躯

中

略

・
・
・
・
・
。
(中
略
)
且
夫
れ
遠
く
は
天
竺
よ
り
、
愛
三
韓

に
泊
る
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ま
で
に
、
教
に
依
ひ
奉
け
持
ち
て
、
尊
び
敬
は
ず
と
い
う
こ
と
無
し
。

是
に
由
ち

て
、
百
済
の
王
臣
明
、
謹
み
て
陪
臣
怒
刷
斯
致
契
を
遣
し
て
、

帝
国
に
伝

え
奉
り
て
、
畿
内
に
流
く
通
さ
む
。
仏

の
我
が
法
は
東
に
流

え
ん
と
記

ま
う
を
果
た
す
な
り
」
の
記
述
で
あ
る
。
す
で
に
良
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
上
表
文
は

『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
に
よ
る
潤

色
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
引
用
の
部
分
は
上
表
文
そ
の
ま
ま
か
、

少
な
く
と
も
当
時
の
国
際
情
勢
や
百
済
王
の
仏
教
認
識
を
示
し
て
い

る
、
と
思
わ
れ
る
。
特
に
引
用
の
部
分
で
あ
る

「西
方
の
遠
く
天
竺
か

ら
東
方

の
こ
こ
三
韓
に
」
至
る
ま
で
、
全
て
の
国
が
仏
教
を
信
奉
し
て

い
る
と

い
う
記
述
は
、
沙
門
謙
益
が
五
二
六
年
、
中
イ
ン
ド
の
常
伽
那

寺
か
ら
イ

ン
ド
僧
倍
達
多
三
蔵
を
伴

っ
て
、
百
済
に
帰
国
し
た
と
い
う

事
実
を
加
味
す
る
と

一
層
仏
教
文
明
圏
の
存
在
を
明
確
に
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
百
済
仏
教
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
か
ら
の
仏
教
の

直
伝

の
自
負
、
仏
教
文
明
圏
の

一
員
と
し
て
の
自
信
、
少
な
く
と
も
海

南
ル
ー
ト
に
依
る
イ
ン
ド
仏
教

の
直
接
的
な
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、
北
伝
ル
ー
ト
に
属
す
る
高
旬
麗
仏
教
の
歴
史
も
古
く
、

地
理
的
に
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
近
か

っ
た
こ
と
も
有
り
、
中
国
を
越
え

て
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
教

の
直
接
的
影
響
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
当
時

の
朝
鮮
仏
教
は
、
仏
教
文
明
圏
に
属
し
、
後
世
の
よ
う
に
圧
倒
的
な
中

国
仏
教

の
影
響
下
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
仏
教
と
直
結
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
朝
鮮
仏
教
の
日
本

へ
の
影
響
は

「仏
教
が
は
じ
め
て
わ
が
国

「仏
教
文
明
」
か
ら
考
え
る
初
期
日
本
仏
教

(保

坂
)

に
伝
来
し
て
か
ら
、
約

一.○
○
年
あ
ま
り
の
間
、
百
済
仏
教
と
日
本
と

の
関
係

は
余
り
に
も
密
接
で
あ

っ
た
。
天
智
帝

の
二
年
、
百
済
が
滅
亡

し
て
か
ら
は
、
帰
化
人
の
渡
来
と
と
も
に
沙
門

の
来
日
も
多
く
、
日
本

の
初
期
仏
教
は
彼
等
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
と
見

て
よ
い
」
(
2
)

と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
日
本
に
最
初
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
は
、
中
国

一
辺
倒

で
は
な
く
広
く
イ
ン
ド
を
見
据
え
た
広
範
な
視
点
を
持

っ
た
仏
教
、

つ

ま
り
仏
教
文
明
圏
を
前
提
と
し
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
れ
を
知

り
得
た
仏
教
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
百
済
仏
教
や
高
句
麗
仏
教
、
さ
ら
に
は
彼
ら
の
国
際
感

覚
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
た
聖
徳
太
子
の

『十
七
条
憲
法
』
の
第
二
条

の

｢篤
三
宝
を
敬
え
。
三
宝
と
は
仏

・
宝

・
葬
な
り
。
則
四
生
の
後
帰
、

萬
国

の
極
宗
な
り
。
何
世
何
人
、
是

の
法
を
貴
ぼ
ざ
る
は
な
し
。」
と

い
う
視
点
が
、
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
3
)

つ
ま
り
、
仏
教
は
あ
ら
ゆ
る

生
命
形
態
が
最
終
的
に
拠
り
所
と
す
る
も
の
で
、
全
て
の
国
が
共
有
す

る
究
極
的
な
教
え
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
に
は
、
当
時
の
国
際
情
勢
に
於

い
て
、
仏
教
を
通
じ
て
作

ら
れ
て
い
る
仏
教
文
明
圏

の
存
在

へ
の
為
政
者

と
し
て
の
強
い
憧
憬
を

感
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を
加
味
し
た
上

で
、
聖
徳
太
子
の
階

へ
の

国
書
で
あ
る

「日
出
る
処
の
天
子
、
書
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す
。

悪
無
き
や
、
云
々
」
も
考
え
必
要
が
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
中
国
文
明
の

影
響
が
強
く
な
る
に
つ
け
、
超
大
国
階
に
対
し
て
台
頭
名
立
場
で
認
め
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た
こ
の
国
書
を
非
礼
で
あ
る
、
と
し
て
聖
徳
太
子
を
非
難
す
る
向
き
も

あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
聖
徳
太
子
が
、
仏
教
の
平
等
思
想
を
基
本
に
、

仏
教
文
明
圏

へ
の
参
入
を
念
頭
に
、
階
と
の
対
等
の
立
場
を
主
張
し
た
、

と
考
え
れ
ぼ
決
し
て
非
礼
に
は
当
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も

「
(聖
徳
太
子
の
)
師
の
慧
慈
は
、
厩
戸
王
子
ら
に
唐

(階
で
は
な
い
か
?

ー
引
用
者
付
加
)
と
対
峙
す
る
高
句
麗
の
政
治
的
な
立
場
を
伝
授
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。」
(
4
)

と
い
う
よ
う
な
事
情
も
そ
の
背
景
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
仏
教
文
明
圏

へ
の
参
入
を
目
指
し
た
聖
徳
太
子

で
あ
れ
ぼ

こ
そ
、
仏
教

の
平
等
思
想
理
念
に
則

っ
て
、
あ
え
て
階
に
対

等
な
立
場
を
取
り
得
た
、
と
い
う
視
点
も
成
り
立
と
う
。

仏

教
文

明
と

バ
ラ
モ
ン
僧

正

の
来

日

の
意
義

さ
ら
に
、
日
本

の
仏
教
文
明
圏
参
入
に
お
い
て
日
本
仏
教
を
象
徴
す

る
出
来
事

と
し
て
、
バ
ラ
モ
ン
僧
正
菩
提
僊
那

(七
〇
四
―
七
六
〇
)
や

林
邑
の
僧
仏
哲

(不
詳
)

の
来
訪
は
画
期
的
な
出
来
事

で
あ
ろ
う
。
こ

の
イ
ン
ド
僧
の
正
式
な
来
朝
は
、
仏
教
国
と
し
て
本
格
的
に
歩
み
だ
し

た
八
世
紀
初
頭
の
日
本
人
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
日
本
が
仏
教
文
明
圏
の

一
員
と
し

て
認
め
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
の
資
格
を
得
た
、
と
い
う
よ

う
な
興
奮

を
持

っ
て
迎
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は

『南
天
竺
婆

羅
門
僧
正

の
碑
文
並
び
に
序
』
に
よ
れ
ば

「
し
か
る
に
今
や

(聖
王
)

の
徳
が
作
り
て
、
(神
)
異
の
人
が
至
る
。
昌
運
起

こ
り
て
大
化
盛
な

り
。
…

聖
朝
が
法
を
崇
う
の
応
た
る
な
り
。
我
等
は
こ
こ
に
こ
の
運

に
逢

う

。

中

略

、

復

こ

の
人

を
観

る

に
、

蓋

し

各

至

<
極

>

の
ま

こ
と

を
尽
く
し
て
共
に
迎
え
。
…

道
俗
輻
輳
し
、
城

に
み
ち
、
郭
に
溢

れ
、
幕
を
な
す
」
(
5
)

と
い
う
表
現
か
ら
も
髣
髴
さ
れ
る
。

彼
の
存
在
は
、
仏
教

へ
の
思
い
を
深
く
す
る
新
興
国
日
本
に
お
い
て
、

仏
教
の
象
徴
的
存
在
、
日
本
人
の
仏
教

へ
の
憧
憬
を

二
心
に
集
め
る
存

在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
バ
ラ
モ
ン
僧
正
の
活
躍
を
示
す
文
献
資
料
は
多
く
は
な

く
、
そ
の
日
本

へ
の
影
響
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

の
来
朝
と
当

時
の
日
本
仏
教
界
の
動
き
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
興
味
深

い
点
が
浮

き
上
が
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
バ
ラ
モ
ン
僧
正
が
、
本
朝
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
恐
ら
く
七

三
三
年
に
戒
師
招
請

の
た
め
に
興
福
寺
僧
栄
叡

・
普
照
の
両
名
が
唐
に

派
遣
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
日
本
の
仏
教
関
係
者

の
問
で
も
、
よ
り
厳
密
な
意
味

で
戒
師
を
求
め
る
意
見
が
出
た
の
で
あ

る
。
(
6
)

恐
ら
く
、
普
照
等

の
要
請
に
応
え
て
僧
正
は
、
弟
子

の
仏
哲
を
伴

っ

て
、
日
本
に
渡
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
彼

の
来
朝

以
降
、
聖
武
帝

の
仏
教

へ
の
傾
倒
は

一
層
強
く
な
る
。
特
に
天
平

一
五

年

の

「大
仏
建
立

の
勅
」
は
、
そ
の
先
例
を
則
天
武
后
の
奉
先
寺
の
大

仏

(西
暦
六
七
五
完
成
)
に
見
る
に
し
て
も
、
バ
ラ
モ
ン
僧
正

の
存
在
も

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う

の
も
、
僧
正
は
そ
の
伝
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記
で
あ

る

『南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
の
碑
文
並
び
に
序
』
に
よ
れ
ぼ
、
「華

厳
経
を
颯
誦
し
、
そ
れ
を
必
要
と
為
す
。
尤
も
呪
術
を
善
く
し
、
弟
子

は
承
け
習
い
て
、
今
に
至
る
も
こ
れ
を
伝
う
。」
(
7
)

と
い
う
よ
う
に
、
『華

厳
経
』

の
専
門
家
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
僧
正
が
旅
し
て
き
た
島
嶼
地

域
で
は
、
ま
さ
に

『華
厳
経
』
が
信
奉
さ
れ
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
仏
教

遺
跡
な
ど
が
、
建
設
さ
れ
る
気
運
が
見
ら
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。

つ
ま

り
、
こ
の
時
代
仏
教
文
明
圏
に
お
い
て

『華
厳
経
』
が
信
奉
さ
れ
華
厳

文
化
が
花
咲
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
仏
教
文
明

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
バ
ラ
モ
ン
僧
正
は
、
日
本
に
伝

え
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
仏
教
の
初
期

の
時
代

に
は
、
日
本
は
仏
教
文
明
圏
に
属
し
、
世
界
的
な
視
野
で
仏
教

文
明
を
受
容
し
、
ま
た
独
自

の
仏
教
文
明
を
発
展
さ
せ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
空
海
の
よ
う
な
偉
大
な
宗
教
家
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
が
鎖
国
状
態
と
な
り
、
中
国

の
み
に
そ
の
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
仏
教
は
急
速
に
綾
小

化
し
、
仏
教
文
明
圏
か
ら
孤
立
し
て
い
る
。
そ
の
証
拠
に
、
日
本
か
ら

天
竺
を
目
指
し
た
僧
は
正
式
に
は
、
空
海
の
弟
子
真
如
法
親
王

(七
九

九
―
八
六
五
)
以
後
、
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
仏
教
文
明
圏
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
多

少
な
り
と
も
仏
教
研
究
、
特
に
初
期
日
本
仏
教
研
究
に
益
す
る
も
の
が

あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

「仏
教
文
明
」
か
ら
考
え
る
初
期
日
本
仏
教

(保

坂
)

(
こ
の
研
究
は
、
研
究
代
表
者
前
田
專
學

「中
世
イ
ン
ド

の
学
際
的

研
究
」
(科
学
研
究
費
助
成

・
課
題
番
号

一
四
二
〇

一
〇
〇
三
)
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)

l2

鎌

田
茂

雄

『
朝
鮮

仏

教
史
』

東
京
大
学

出
版
会

、

一
九

八

七
年
、

三

ペ
ー
ジ
。

3

引

用
部

分

の

「萬
国

」
を

「萬
化
」
と
す
る
考
え
方
も
あ

る
が
、
そ

れ

で
も
意
味

が
よ
り
哲
学

的

に
な

る
だ
け

で
、
仏
教
文
明
圏

の
視
点

か
ら
見

る
と
、
不
都
合

は
無

い
。

4

吉
村
武
彦

『
聖
徳
太
子
』
岩
波

二
〇
〇
二
、
九
七

ペ
ー
ジ
。

5

中
村

元

『
東

西
文

化

の
交

流

』

(中
村

元
選

集
九

巻

)
昭

和

四

〇
年

七
七

ペ
ー
ジ
以
下
。

6

家
永

三
郎

ほ
か

『
日
本
仏
教
史
』

(第

一
巻
)
法
蔵
館
、
昭

和
四

二
年
、

一
四
四
ペ
ー
ジ
。

7

中
村
前
出
書

。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

仏
教
文
明
、
仏
教
文
明
圏(麗

澤
大
国
際
経
済
学
部
教
授

)
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(150) Abstracts

"the lesser vehicle" which the historical Sakyamuni preached in his time 
with "the great vehicle" which arose after the death of Sakyamuni by using 

the Huayan school's hermeneutical scheme of the five kinds of teaching. In 
his view, both kinds of vehicles become the one practical path to becoming 
Buddha. From a historical point of view, Fujaku's theory is the early modern 

Buddhist's answer to the problem that the historical Buddha could not have 

preached the Mahayana sutras. 

51. A Study on Japanese Buddhism from the Radius of Buddhist Civiliza-

tion 

Shunji HOSAKA 

52. Bibliographical Study of Yuzu Enmonsho 

Takashige TODA 

The general headquarters of the Yuzu Nembutsu sect is located in the 

Dainembutsu-ji temple, in Hirano ward, Osaka. 
The Holy Saint Daitsu (1649-1716) got official approval to re-establish this 

sect in 1688, the first year of the Genroku era, in the Edo period. 
He achieved several things during his lifetime. For example, he published 

the Yuzu Enmonsho in 1703, the 16th year of the Genroku era, and the Yuzu 
Nembutsu Shingesho in 1705, the 2nd year of the Hoei era. The first one ex-

ists neither as an original book nor in woodblock form. The other exists only 
as woodblocks. However I have found the book name Yuzu Enmonsho in the 
Danrin Shingi narabi ni Jo of 1696, the 911 year of the Genroku era. 

 Bibliography has proved that the oldest written source is the printed book 

of the Yuzu Enmonsho from 1834, the 5th year of the Tempo era. It had a role 

regarding permission to enter the sect, as any person who wanted to enter 

the sect had to memorize the Yuzu Enmonsho. 

53. Priest Jokei and his Faith in Prince Shotoku in Light of the Materials in

1262


